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1． 緒言 
 大学生にとって就職活動は熾烈な選抜競争でもある。そのため、就職活動中は心身の健康
感が悪化していることが指摘されている（北見・茂木・森,2009；船津,2004）。しかしなが
ら、先行研究では主に大学生の精神的健康感に着目する傾向にあり、身体的健康感や心身の
健康感におけるメカニズムは未だ不明である。そこで本研究では、就職活動中の大学生にお
ける心身の健康感について探索的に検討を行う。 
 
2． 方法 
2.1調査対象者 
民間企業への就職を希望して就職活動を行っている大学 3年生の男女 714名のうち、495

名から回答を得られ、回答不備等を除いた 457名（男子学生 140名、女子学生 317名）を
調査協力者とした。平均年齢は 21.52歳（標準偏差は 1.39歳）であった。 
 
2.2調査材料 
精神的健康感については、小杉（2000）によるストレス反応尺度のうち、「循環器系の不

調」5項目、「疲労」5項目、「抑うつ」10項目を用いた。身体的健康感については、澤田・
久住（2019）の心身の健康感に関する調査票のうち、「身体の健康感」14項目を用いた。 
 
2.3調査手続き 
調査時期は、2024年 3月とした。上述の調査協力者に対し、インターネット調査会社を

経由して回答を依頼した。統計的な分析については HAD（清水,2016）を使用した。 
 
2.4倫理的配慮 
本研究は、筆者の所属先の倫理委員会における承認を得て行った。 

 
3．結果 
3.1確認的因子分析結果 
調査項目について、それぞれ確認的因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行った。そ

の結果、「身体の健康感」14項目のうち、「全般的な快調」のみ因子負荷量が.35未満であっ
たため、当該項目については以下の分析から除外した。 
 
3.2変数間の相関分析結果 
続いて、調査協力者の心身の健康感におけるようやく統計量と変数間の相関関係につい
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て表 1に示す。以下のように、変数間における比較的強い有意な正の相関が示された。 
 

表 1 要約統計量と変数間の相関関係 

 

3.3変数間のパス解析結果 
上述の有意な相関関係を踏まえ、変数間のパス解析を行った。観測変数として循環器不調、

疲労、抑うつ、及び身体的健康感を設定し、パスの追加と削除を繰り返しながら最適なモデ
ルを探った。結果について図 1に示す。このモデルの適合度指標はχ2＝0.888（p＝.346），
df＝1，GFI＝1.00，AGFI＝.990，RMSEA＝.000であり、十分データに適合したものであ
るといえる。 

 
注）パス係数の数値は標準化解。誤差変数は記載を省略した。 

図 1 大学生の就職活動における心身の健康感のメカニズムのパス図 
 
4．考察 
大学生の就職活動について、心と身体の症状が密接に関連していた。また、探索的に行っ

たパス解析の結果から、心身の健康感の出発点が身体的健康感であることから、就職活動で
優先すべきは身体のケアである。キャリアセンターと保健管理センター等との連携が望ま
れる。なお、本研究における調査協力者の多くが女子学生であった。女性は男性に比べて就
職活動への不安が高い（董・松原・佐藤,2019）ことから、本研究の結果に影響を及ぼした
可能性がある。今後は男女差に基づいた分析を行う必要がある。 
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有効N 平均値 中央値 標準偏差 ① ② ③ ④

① 循環器不調 457 12.567 13 4.963 1.000

② 疲労 457 14.766 15 4.762 .566 ** 1.000

③ 抑うつ 457 28.212 30 10.059 .599 ** .686 ** 1.000

④ 身体的健康感 457 29.223 29 8.343 .639 ** .418 ** .571 ** 1.000
**

 p  < .01


